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7辛ノ野、ご筋力虜少、j許に磨ダカでとタございま‘んゑ
よ来週の16日（火）に卒業証書授与式、19日（金）に修了式を迎え、本校の1年間の教育
了していきます。
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意識が高い全校生徒、献身的なご協力を賜った保護者の皆様

（水）

1年間を終えられることに、深く感謝しております。誠にありがとうございました
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